
　

は
じ
め
に

　

二
月
二
〇
、
二
一
日
と
、
新
潟
県
の
佐
渡
を
訪

問
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
佐
渡
は
、
日
本
海
に
浮

か
ぶ
日
本
一
大
き
な
島
（
東
京
都
二
三
区
の
一
・

五
倍
、
人
口
約
七
五
、
〇
〇
〇
人
）
で
あ
る
。
真

冬
の
佐
渡
は
、
さ
ぞ
か
し
寒
さ
厳
し
い
所
だ
ろ
う

と
、
覚
悟
し
て
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
佐
渡
は
お

だ
や
か
な
気
候
の
所
だ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
佐
渡
の
方
の

お
話
に
よ
る
と
、
佐
渡
は
日
本
海
に
流
れ
る
対
馬

暖
流
の
影
響
で
、
新
潟
本
土
よ
り
二
〜
三
度
暖
か

く
雪
も
少
な
い
と
の
こ
と
。
四
季
の
変
化
に
富
み

農
産
物
も
豊
富
で
、
佐
渡
の
お
米
は
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
に
次
ぐ
う
ま
い
米
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
特

産
の
お
け
さ
柿
を
代
表
に
果
樹
栽
培
も
盛
ん
で
、

り
ん
ご
と
み
か
ん
が
同
じ
地
域
に
実
る
の
は
佐
渡

だ
け
だ
と
か
。
山
あ
り
、
温
泉
あ
り
、
も
ち
ろ
ん

海
あ
り
と
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
所
な
の
だ
。

　

今
回
、
佐
渡
を
訪
れ
た
目
的
は
佐
渡
の
文
化
に

つ
い
て
調
べ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
っ
た

丸
一
日
で
、
佐
渡
の
文
化
を
知
ろ
う
な
ど
と
い
う

の
は
、
と
て
も
無
理
な
話
。
ま
ず
は
現
地
を
訪
ね

て
少
し
で
も
佐
渡
の
文
化
を
感
じ
と
れ
た
ら
と
訪

問
し
た
。

一 　
　
佐
渡
の
文
化

　・
　

佐
渡
は
、
北
陸
や
西
日
本
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。こ
れ
は
古
く
か
ら
流
人（
貴

族
）
が
京
か
ら
き
た
こ
と
や
、
西
回
り
の
航
路
が

開
か
れ
て
か
ら
西
日
本
や
北
陸
の
文
化
が
直
接
佐

渡
に
運
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
そ
し
て
佐
渡

の
文
化
の
中
に
は
、
流
人
た
ち
が
も
た
ら
し
た
貴

族
文
化
（
国
仲
地
方：

佐
渡
の
真
ん
中
、
田
園
地

帯
）、
金
山
の
発
展
で
、
奉
行
や
役
人
た
ち
が
江
戸

か
ら
も
ち
こ
ん
だ
武
家
文
化
（
相
川
地
方：

佐
渡

の
西
北
部
、
山
裾
に
細
長
く
広
が
る
）、
商
人
や
船

乗
り
た
ち
が
運
ん
だ
町
人
文
化
（
小
木
地
方：

佐

渡
の
南
玄
関
口
）
の
三
つ
の
形
が
あ
り
、
こ
れ
ら

が
混
然
一
体
と
な
っ
て
、
佐
渡
独
自
の
文
化
が
は

ぐ
く
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

佐
渡
に
は
能
を
は
じ
め
と
し
て
人
形
芝
居
の
説

教
人
形
、
文
弥
人
形
、
の
ろ
ま
人
形
、
民
謡
の
佐

渡
お
け
さ
、相
川
音
頭
、両
津
甚
句
、真
野
音
頭
、そ

し
て
鬼
太
鼓
、
花
笠
踊
り
、
春
駒
、
つ
ぶ
ろ
さ
し

な
ど
多
く
の
民
族
芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
今

な
お
、
祭
り
や
年
中
行
事
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

し
て
島
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
い

る
。

　

二 　
　
「
佐
渡
能
楽
の
里
」
を
訪
問
し
て

　・

　

新
潟
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
二
時
間
二
〇
分
、
佐

渡
の
玄
関
口
両
津
港
に
到
着
。
名
物
の
荒
海
も
こ

の
日
は
お
だ
や
か
だ
っ
た
。
両
津
港
で
は
、
目
的

地
で
あ
る
「
佐
渡
能
楽
の
里
」
の
シ
ン
ボ
ル
？
の

大
き
な
能
面
が
迎
え
て
く
れ
た
。

　
「
佐
渡
能
楽
の
里
」
は
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
が
「
能
の

島
」
と
し
て
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た
い
と
佐

渡
汽
船
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
出
資
（
設
立
当
初
、

佐
渡
汽
船
グ
ル
ー
プ
六
〇
％
、Ｊ
Ａ
佐
渡
四
〇
％
）

で
、
㈱
「
佐
渡
能
楽
の
里
」
を
設
立
、
Ｊ
Ａ
佐
渡

の
広
域
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
「
佐
渡
ふ
れ

あ
い
ア
ッ
セ
」）
内
に
、
平
成
九
年
四
月
、
オ
ー
プ

ン
し
た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
は
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一

人
（
営
農
部
）
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
な

運
営
は
佐
渡
汽
船
グ
ル
ー
プ
に
任
さ
れ
て
い
る
。

常
務
取
締
役
の
加
藤
さ
ん
に
、「
佐
渡
と
能
」
の
関

係
を
お
聞
き
し
な
が
ら
管
内
を
案
内
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

佐
渡
と
能

　

佐
渡
は
、「
農
家
の
人
た
ち
が
畑
仕
事
で
謡
曲
を

口
ず
さ
む
ほ
ど
能
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
能
の
大
成
者
・
世
阿
弥
が
佐
渡

に
流
さ
れ
た
こ
と
も
無
縁
で
は
な
い
が
、
佐
渡
初

代
奉
行
・
大
久
保
石
見
長
安
が
能
楽
師
出
身
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
佐
渡
が
天
領
に
な
っ
て
か
ら
盛

ん
に
普
及
し
た
と
い
う
。

　

現
在
も
佐
渡
に
は
三
三
（
全
国
に
残
る
能
舞
台

の
三
分
の
一
、
か
つ
て
は
二
〇
〇
以
上
あ
っ
た
）

の
能
舞
台
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
は
神

社
に
あ
る
。
佐
渡
の
能
は
神
に
奉
納
す
る
神
事
と

し
て
始
ま
り
、
庶
民
の
手
で
村
々
の
鎮
守
の
祭
り

の
場
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
六
月
に
は

毎
日
の
よ
う
に
各
地
で
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

―  ７  ―
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佐
渡
能
楽
の
里
」
を
訪
ね
て

―
―
「
佐
渡
能
楽
の
里
」
を
訪
ね
て 　
　
　
　
　
　



―  ８  ―

背
景
に
加
茂
湖
が
見
渡
せ
る
「
展
望
大
食
堂
」
だ
。

一
階
の
「
佐
渡
物
産
館
」
に
は
Ｊ
Ａ
の
直
販
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
佐
渡
の
特
産
物
が
数
多
く
揃
え
て

あ
る
。昨
年
、「
道
の
駅
」に
も
指
定
さ
れ
、佐
渡
最

大
の
観
光
・
物
産
の
拠
点
で
あ
り
、島
お
こ
し
の
拠

点
で
も
あ
る
。

　

三 　
 
「
文
弥
人
形
」の
座
長
さ
ん
に
お
会
い
し
て

　・

　

今
日
の
宿
泊
先
は
金
井
町
に
あ
る
民
宿
の
「
桃

華
園
」。
オ
ー
ナ
ー
の
平
田
さ
ん
は
、
十
年
前
、

「
佐
渡
が
大
好
き
で
一
家
で
奈
良
か
ら
移
住
し
て

来
た
」
と
い
う
方
。
奥
様
の
み
ど
り
さ
ん
は
昨
年

秋
、
町
議
選
に
当
選
、
佐
渡
で
は
三
七
年
ぶ
り
の

女
性
町
議
員
で
も
あ
る
。
そ
の
み
ど
り
さ
ん
の
計

ら
い
で
、
翌
日
、「
文
弥
人
形
」
の
座
長
の
本
間
照

代
さ
ん（
五
二
歳
）に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

佐
渡
に
は
、「
説
教
人
形
」、「
文
弥
人
形
」、「
の

ろ
ま
人
形
」
の
三
つ
の
人
形
芝
居
が
あ
る
（
い
ず

れ
も
国
の
重
要
無
形
文
化
財
）。
そ
の
一
つ
の「
文

弥
人
形
」
は
、
文
弥
節
に
あ
わ
せ
て
遣
う
人
形
で
、

語
り
は
延
宝
期
の
岡
本
文
弥
の
文
弥
節
を
伝
え
る

も
の
、
代
々
盲
人
の
間
に
う
け
つ
が
れ
た
座
敷
語

り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
説
教
人
形
遣
い
の
大
崎
屋

松
之
助
、
文
弥
語
り
の
伊
藤
常
磐
一
に
よ
っ
て
作

り
だ
さ
れ
た
人
形
芝
居
、
用
い
ら
れ
る
物
語
は
近

松
の
作
品
が
多
い
。
他
の
人
形
芝
居
同
様
、
村
々

の
祭
り
の
余
興
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
き
た
。
現
在
、

島
内
に
十
の
座
が
あ
る
。

　

本
間
さ
ん
の
「
常
磐
座
」
は
女
性
（
五
名
）
だ

け
の
一
座
だ
。
文
弥
遣
い
の
第
一
人
者
、
浜
田
守

太
郎
氏
の
女
性
門
下
第
一
号
の
本
間
さ
ん
を
座
長

に
、
昭
和
四
八
年
結
成
さ
れ
た
。
本
間
さ
ん
を
含

め
た
五
人
の
う
ち
三
人
が
元
新
潟
交
通
の
ガ
イ
ド

さ
ん
。
文
弥
と
の
出
会
い
は
そ
の
こ
ろ
だ
。
夜
、

食
事
の
後
か
た
づ
け
が
終
わ
っ
た
後
が
練
習
時
間

と
な
る
。
祭
り
が
始
ま
る
四
月
か
ら
年
三
〇
〜
三

五
回
上
演
す
る
と
い
う
。

　

現
在
、
女
子
高
校
生
に
も
指
導
し
て
い
る
。
本

間
さ
ん
は
「（
文
弥
人
形
を
通
し
て
）
伝
え
た
い
の

は
『
わ
』
の
大
切
さ
で
す
。『
わ
』
は
平
和
の
和
で

あ
り
、
人
の
輪
の
輪
で
す
」
と
話
す
。
張
り
の
あ

る
良
く
通
る
き
れ
い
な
声
と
、
活
き
活
き
と
し
た

表
情
が
魅
力
な
方
だ
。

　

さ
い
ご
に

　

帰
路
、
両
津
港
に
向
か
う
途
中
、
真
野
町
に
残

る
大
膳
神
社
の
能
舞
台
を
拝
見
し
た
。
境
内
に
一

歩
足
を
踏
み
入
れ
そ
の
能
舞
台
を
目
に
し
た
と
き
、

そ
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
し
ま

っ
た
。
手
入
れ
の
行
届
い
た
茅
葺
屋
根
と
美
し
い

鏡
板
。
よ
く
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
守
ら
れ
て
き
た

と
驚
き
を
覚
え
る
。
佐
渡
の
人
々
の
愛
情
と
そ
の

伝
承
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
る
舞
台
だ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
佐
渡
に
は
こ
れ
だ
け
の
文
化
が
守
ら
れ
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
。「
豊
か
な
自
然
、
豊
か

な
文
化
、
他
で
は
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
貴
重
な

も
の
が
佐
渡
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
で
も
佐
渡
の

人
た
ち
に
は
、
そ
れ
が
特
別
な
も
の
で
は
な
い
。

（
自
然
も
文
化
も
）
自
分
た
ち
の
（
無
く
て
は
な
ら

な
い
）
日
常
生
活
の
一
部
な
の
だ
」
と
い
う
平
田

さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出
す
。
そ
こ
に
答
え
の
一
つ

が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。（
金
子
三
枝
子
）

　
「
佐
渡
能
楽
の
里
」

　
「
佐
渡
能
楽
の
里
」
は
、
建
物
延
床
面
積
三
、
六

七
三
㎡�
の
二
階
建
て
和
風
建
築
。
一
階
は
、「
能
楽

館
」
と
「
佐
渡
物
産
館
」。
二
階
に
は
「
能
楽
資
料

館
」
と
「
展
望
大
食
堂
」
が
あ
る
。

　
「
能
楽
館
」
で
は
、
本
格
的
な
能
舞
台
で
等
身
大

の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
能
（「
道
成
寺
」
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
）
が
常
時
上
演
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ロ
ボ

ッ
ト
と
は
思
え
な
い
リ
ア
ル
で
優
雅
な
舞
い
で
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
通
り�
幽
玄
の
世
界�
が
味
わ
え

る
。「
能
楽
館
」
の
出
口
の
扉
を
開
け
る
と
、
自
動

的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
稼
働
し
二
階
の
「
能
楽
資

料
館
」
へ
。
こ
こ
に
は
、
佐
渡
の
人
た
ち
が
代
々

守
っ
て
き
た
能
面
や
能
装
束
な
ど
、
各
種
の
能
楽

美
術
品
が
分
か
り
や
す
く
テ
ー
マ
別
に
展
示
さ
れ

て
い
る
。
資
料
館
の
隣
が
、
大
佐
渡
の
山
並
み
を
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「能楽館」ではロボットによる「道成寺」が上演されている。


